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別記様式第３号（その１） 

教   員   名   簿 
学 長 の 氏 名 等 

調書 
番号 役職名 

ﾌﾘｶﾞﾅ 
氏 名 

＜就任（予定）年月＞ 
年齢

保有 
学位等 

月額基本給 
（千円） 

現 職 
（就任年月） 

１ 学長 河野
コウノ

 啓子
ケイコ

 
＜平成 23 年 4 月＞ 

 保健学博士  四日市看護医療大学学長 
（平成 19 年 4 月） 



ﾌﾘｶﾞﾅ 月額 申請に係る大学等

氏　名 基本給 の職務に従事する

＜就任（予定）年月＞ (千円) （就任年月） 週当たり平均日数

産業看護学序論 1前 4 2

コウノ　ケイコ
産業看護学特論Ⅰ(産業看護概論)※ 1前 2.4 2

河野　啓子 産業看護学特論Ⅱ(労働経済序論)※ 1後 1.3 2

<平成23年4月> 産業看護学演習Ⅰ(産業保健基礎科学) 1前 4 2

産業看護学演習Ⅱ(産業看護技術論) 1後 4 2

特別研究 2通 6 1

看護研究特論※ 1前 0.6 1

母子支援看護学特論Ⅰ(子どもと家族の発達理論） 1前 4 2

母子支援看護学特論Ⅱ(ﾍﾙｽｱｾｽﾒﾝﾄ･支援論）※ 1前 1 2

スズキ　アツコ
母子支援看護学特論Ⅲ(養育不全と家族支援論）※ 1後 3.2 2

教授 鈴木　敦子 文学 母子支援看護学特論Ⅳ(母子保健･福祉）※ 1後 2.4 2

<平成23年4月> 修士※ 母子支援看護学演習Ⅰ(支援技術論） 1前 4 2

母子支援看護学演習Ⅱ(研究方法） 1後 4 2

母子支援看護学実習 2前 6 1

課題研究 2通 2 1

特別研究 2通 6 1

産業精神看護学特論Ⅰ(産業･精神保健） 1前 4 2

ミヤザキ　トクコ
産業精神看護学特論Ⅱ(援助論） 1後 4 2

宮﨑　德子 修士※ 産業精神看護学演習Ⅰ（アセスメント） 1前 4 2

<平成23年4月> (教育学) 産業精神看護学演習Ⅱ(看護介入） 1後 4 2

特別研究 2通 6 1

母子支援看護学特論Ⅱ(ﾍﾙｽｱｾｽﾒﾝﾄ･支援論）※ 1後 1 2

ヤマモト　ミサコ
母子支援看護学特論Ⅳ(母子保健･福祉）※ 1後 1.3 2

山本美佐子 母子支援看護学演習Ⅰ(支援技術論） 1前 4 2

<平成23年4月> 母子支援看護学演習Ⅱ(研究方法） 1後 4 2

母子支援看護学実習 2前 6 1

特別研究 2通 6 1

母子支援看護学特論Ⅱ(ﾍﾙｽｱｾｽﾒﾝﾄ･支援論）※ 1前 0.8 2

アカイ　ユキコ
母子支援看護学特論Ⅳ(母子保健･福祉）※ 1後 1.3 2

赤井由紀子
学術
修士

母子支援看護学演習Ⅰ(支援技術論） 1前 4 2

<平成23年4月> 母子支援看護学演習Ⅱ(研究方法） 1後 4 2

特別研究 2通 6 1

母子支援看護学特論Ⅱ(ﾍﾙｽｱｾｽﾒﾝﾄ･支援論）※ 1前 1 2

ナカシマ　ミチコ
母子支援看護学特論Ⅲ(養育不全と家族支援論）※ 1後 0.8 2

中島　通子 母子支援看護学演習Ⅰ(支援技術論） 1前 4 2

<平成23年4月> 母子支援看護学演習Ⅱ(研究方法） 1後 4 2

特別研究 2通 6 1

教　　員　　の　　氏　　名　　等

（看護学研究科看護学専攻）

様式第３号（その２の１）

前判定
結果

家政学
修士

四日市看護
医療大学

看護学部教授
（平成19年4月）

現　職

四日市看護
医療大学

看護学部教授
（平成19年4月）

専 教授

5日

5日

5日

看護学
修士

5日

四日市看護
医療大学

看護学部教授
（平成19年4月）

新潟県立看護
大学大学院看護
学研究科教授
（平成20年4月）

6

保健学
博士

教授

5 専 教授

3 専

4 専

保有学位
等

5日
(研究
科長)

教授

四日市看護
医療大学

看護学部教授
（平成19年4月）

四日市看護医療
大学学長

(平成19年4月）

教授

担当授業科目の名称
配当
年次

5日

2

担当
単位
数

年間
開講
数

専

1 専

調書
番号

専任
等区
分

職位 年齢

1



ﾌﾘｶﾞﾅ 月額 申請に係る大学等

氏　名 基本給 の職務に従事する

＜就任（予定）年月＞ (千円) （就任年月） 週当たり平均日数

前判定
結果

現　職保有学位
等

担当授業科目の名称
配当
年次

担当
単位
数

年間
開講
数

調書
番号

専任
等区
分

職位 年齢

看護理論 1前 4 2

急性看護学特論Ⅰ(危機理論） 1前 4 2

急性看護学特論Ⅱ(フィジカルアセスメント） 1前 4 2

フジムラ　リュウコ
急性看護学特論Ⅲ(代謝病態生理と治療管理）※ 1後 1 2

藤村　龍子 急性看護学特論Ⅳ(援助関係論・家族援助論） 1後 4 2

<平成23年4月> 急性看護学演習Ⅰ(看護援助論･倫理的調整） 1前 4 2

急性看護学演習Ⅱ(安楽･緩和ケア援助論） 1後 4 2

急性看護学実習 2前 6 1

課題研究 2通 2 1

特別研究 2通 6 1

看護倫理 1前 4 2

慢性看護学特論Ⅰ(総合的理解） 1前 4 2

慢性看護学特論Ⅱ(心理･行動的理解） 1前 4 2

ツカコシ（ナガシマ）　フミエ

慢性看護学特論Ⅲ(体制や制度） 1後 4 2

塚越(永嶋)フミエ 慢性看護学特論Ⅳ(環境調整整備） 1後 4 2

<平成23年4月> 慢性看護学演習Ⅰ(慢性病の人のアセスメント） 1前 4 2

慢性看護学演習Ⅱ(支援技術） 1後 4 2

慢性看護学実習 2前 6 1

課題研究 2通 2 1

特別研究 2通 6 1

老年看護学特論Ⅰ(老年看護学の専門性） 1前 4 2

ハマハタ　アキコ
老年看護学特論Ⅱ(老年看護学の実践） 1後 4 2

濱畑　章子 博士 老年看護学演習Ⅰ(高齢者への看護介入） 1前 4 2

<平成23年4月> （医学） 老年看護学演習Ⅱ(老年看護学の研究法） 1後 4 2

特別研究 2通 6 1

基礎看護学特論Ⅰ（看護実践学の特質・看護の本質・対象） 1前 4 2

ノグチ　タエコ
基礎看護学特論Ⅱ（看護の諸活動と専門性、看護技術教育） 1後 4 2

野口多惠子 基礎看護学演習Ⅰ（看護の特質に関する文献検討） 1前 4 2

<平成23年4月> 基礎看護学演習Ⅱ（看護の諸活動・看護技術教育に関する文献検討） 1後 4 2

特別研究 2通 6 1

ナイトウ　マサコ
看護研究特論※ 1後 1.3 1

内藤　雅子 特別研究 2通 6 1

<平成23年4月>

コンドウ　ノブコ
人間関係特論 1後 4 2

近藤　信子
看護
学士

特別研究 2通 6 1

<平成23年4月>

トヨシマ　ヤスコ
在宅看護学特論 1前 2 1

豊島　泰子 特別研究 2通 6 1

<平成23年4月>

12

7

東京慈恵会医科
大学大学院医学

研究科教授
(平成20年4月）

福井県立大学
大学院

看護福祉学
研究科教授

(平成17年4月）

四日市看護
医療大学

看護学部教授
(平成22年4月）

四日市看護
医療大学

看護学部教授
(平成22年4月）

四日市看護
医療大学

看護学部教授
(平成21年9月）

1 専 教授 5日

5日

11

専

10 専 教授

准教
授

四日市看護
医療大学
看護学部
准教授

(平成21年4月）

看護学
修士

専

5日

教授
保健学
博士

5日

5日

5日

9 専 教授

専 教授

専

8

教授 5日

文学修士
※

四日市看護
医療大学

看護学部教授
（平成19年4月）

修士(人
間科学)

学士(看
護学)

2



ﾌﾘｶﾞﾅ 月額 申請に係る大学等

氏　名 基本給 の職務に従事する

＜就任（予定）年月＞ (千円) （就任年月） 週当たり平均日数

前判定
結果

現　職保有学位
等

担当授業科目の名称
配当
年次

担当
単位
数

年間
開講
数

調書
番号

専任
等区
分

職位 年齢

ゴトウ　ユキ
特別研究 2通 6 1

後藤　由紀

<平成23年4月>

産業看護学特論Ⅰ(産業看護概論)※ 1前 1.6 2

ハタナカ　ジュンコ
産業看護学特論Ⅱ(労働経済序論)※ 1後 2.1 2

畑中　純子 産業看護学演習Ⅰ(産業保健基礎科学) 1前 4 2

<平成23年4月> 産業看護学演習Ⅱ(産業看護技術論) 1後 4 2

産業精神看護学特論Ⅰ(産業･精神保健） 1前 4 2

産業精神看護学特論Ⅱ(援助論） 1後 4 2

ハギ　ノリコ
産業精神看護学演習Ⅰ（アセスメント） 1前 4 2

萩　　典子 産業精神看護学演習Ⅱ(看護介入） 1後 4 2

<平成23年4月>

ハシヅメ　エイコ
母子支援看護学演習Ⅰ(支援技術論） 1前 4 2

橋爪　永子 母子支援看護学演習Ⅱ(研究方法） 1後 4 2

<平成23年4月> 母子支援看護学実習 2前 6 1

特別研究 2通 6 1

ウシノハマ　ヒサヨ
母子支援看護学演習Ⅰ(支援技術論） 1前 4 2

牛之濱久代
文学
修士

母子支援看護学演習Ⅱ(研究方法） 1後 4 2

<平成23年4月> 特別研究 2通 6 1

オオヒラ　モトコ
母子支援看護学演習Ⅰ(支援技術論） 1前 4 2

大平　肇子 母子支援看護学演習Ⅱ(研究方法） 1後 4 2

<平成23年4月> 特別研究 2通 6 1

急性看護学特論Ⅰ(危機理論） 1前 4 2

急性看護学特論Ⅱ(フィジカルアセスメント） 1前 4 2

スギサキ　ヒトミ
急性看護学特論Ⅲ(代謝病態生理と治療管理）※ 1後 1 2

杉崎　一美 急性看護学特論Ⅳ(援助関係論・家族援助論） 1後 4 2

<平成23年4月> 急性看護学演習Ⅰ(看護援助論･倫理的調整） 1前 4 2

急性看護学演習Ⅱ(安楽･緩和ケア援助論） 1後 4 2

急性看護学実習 2前 6 1

特別研究 2通 6 1

イワモト　ジュンコ
慢性看護学演習Ⅰ(慢性病の人のアセスメント） 1前 4 2

岩本　淳子 慢性看護学演習Ⅱ(支援技術） 1後 4 2

<平成23年4月> 慢性看護学実習 2前 6 1

特別研究 2通 6 1

オガサワラ　ユカリ
看護教育学特論※ 1前 3.2 2

小笠原ゆかり 基礎看護学演習Ⅰ（看護の特質に関する文献検討） 1前 4 2

<平成23年4月> 基礎看護学演習Ⅱ（看護の諸活動・看護技術教育に関する文献検討） 1後 4 2

特別研究 2通 6 1

修士(看
護学）

5日

四日市看護
医療大学
看護学部

講師
(平成19年4月）

2 専
准教
授

専

看護学
修士

14

3

四日市看護医療
大学看護学部

講師
（平成19年4月）

四日市看護
医療大学
看護学部

講師
(平成19年4月）

東日本電信電話
株式会社

健康管理センタ
看護部長

(平成2年4月）

四日市看護医療
大学看護学部

准教授
(平成19年4月）

5日
奈良県立医科
大学医学部

講師
(平成21年4月）

18 専
准教
授

准教
授

5日

看護学
修士

5日
四日市看護医療
大学看護学部

講師
（平成19年4月）

四日市看護医療
大学看護学部

准教授
（平成21年4月）

5日17 専
准教
授

16

15
四日市看護医療
大学看護学部

准教授
（平成19年4月）

20 専
准教
授

准教
授

看護学
修士

学術
修士

医学
博士

看護学
修士

専

19

5日

5日

専
准教
授

専
准教
授

5日

5日

看護学
修士

准教
授

専

3



ﾌﾘｶﾞﾅ 月額 申請に係る大学等

氏　名 基本給 の職務に従事する

＜就任（予定）年月＞ (千円) （就任年月） 週当たり平均日数

前判定
結果

現　職保有学位
等

担当授業科目の名称
配当
年次

担当
単位
数

年間
開講
数

調書
番号

専任
等区
分

職位 年齢

ナラギノ　ヒロミ

楢木野　裕美

<平成23年4月>

ナガイ　ユウコ

永井　優子

<平成23年4月>

クサカリ　ジュンコ
看護管理学特論 1後 2 1

草刈　淳子 国際看護学特論 1後 1 1

<平成23年4月>

ヤマダ　カズコ

山田　和子

<平成23年4月>

ウエノ　マサエ

上野　昌江

<平成23年4月>

タケシタ　ユズル

竹下　　譲

<平成23年4月>

アキモト　ノリコ

秋元　典子

<平成23年4月>

アサヌマ　ノリヒコ

麻沼　賢彦

<平成23年4月>

ミヤウチ　マサユキ

宮内　正之
医学
博士

<平成23年4月>

コンドウ　ウルオ

近藤　潤夫
医学
博士

<平成23年4月>

タダ　マサヨ

多田　昌代

<平成24年4月>

兼任

0.5

1後 1 1

1前

2

31 兼任

30

産業看護学特論Ⅱ(労働経済序論)※

32 兼任 講師

2.8

急性看護学特論Ⅲ(代謝病態生理と治療管理）※

急性看護学特論Ⅲ(代謝病態生理と治療管理）※ 1後

1後講師

急性看護学実習
修士

(看護学）
2前 6 1

2 2

2

小田原市立病院
専門看護師

（平成19年４月）

1後

政治学
博士

講師

経済学
修士

29 兼任 講師

1

リスクマネジメント特論

26

27 兼任 講師

0.2

1

0.7

和歌山県立
医科大学

保健看護学部
教授

（平成16年8月）

大阪府立大学
大学院看護学
研究科教授

（平成20年４月）

兼任

講師

講師

講師

1後

25 兼任 講師

23

1後

四日市看護医療
大学看護学部

特任教授
（平成22年4月）

教育学
博士

看護教育学特論※

コンサルテーション論22 兼任

11前 0.4

大阪府立大学
大学院看護学
研究科教授

（平成20年4月）

自治医科大学
大学院看護研究科

教授
（平成14年4月）

2 1

兼任 講師

24 兼任

博士(看
護学）

21 兼任 講師

博士(看
護学）

博士（保
健学）

1

1看護政策論※ 1後

地域政策論

看護政策論※

保健医療
学博士

四日市地域研究機
構地域政策研究所

所長
（平成20年4月）

博士(保
健学)

市立四日市病院
麻酔科部長

(平成19年4月)

岡山大学大学院
保健学研究科教授
(平成19年4月)

市立四日市病院
副院長

（平成19年10月）

四日市大学
経済学部教授

（平成4年4月）

4



 1

様式第 3 号（その３） 

専任教員の年齢構成・学位保有状況 

職 位 学 位 29 歳以下 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 合 計 備 考 

博 士 人 人 人 人 １人 人 2 人  3 人 

修 士 人 人 人 2 人 2 人 人 3 人 7 人

学 士 人 人 人 人 人 人 2 人 2 人

短期大 
学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

教 授 

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人  1 人 人 人 人 １人

修 士 人   人  3 人  6 人 人 人 人 9 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大 
学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

准教授 
 

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

 

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大 
学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

講 師 
 

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大 
学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

助 教 
 

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 1 人 1 人 人 2 人 4 人

修 士 人 人 3 人 8 人 2 人 人 3 人 16 人

学 士 人 人 人 人 人 人 2 人 2 人

短期大 
学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

合 計 
 

その他 人 人 人 人 人 人 人 人
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 (看護学研究科看護学専攻) 
 

調書

番号 
専任等

区分 
職位

フリガナ 

氏  名 
＜就任(予定)年月日＞

年齢 採用根拠等 

コウノ ケイコ 

１ 専 教授 河野 啓子 
＜平成 23 年 4 月＞ 

 
定年規程第２条第３項による 

理事会（H22.3.25 開催）にて承認

スズキ アツコ 

２ 専 教授 鈴木 敦子 
＜平成 23 年 4 月＞ 

 
定年規程第２条第３項による 

理事会（H22.3.25 開催）にて承認

ミヤザキ トクコ 

３ 専 教授 宮﨑 德子 
＜平成 23 年 4 月＞ 

 
定年規程第２条第３項による 

理事会（H22.3.25 開催）にて承認

フジムラ リュウコ 

７ 専 教授 藤村 龍子 
＜平成 23 年 4 月＞  

定年規程第２条第３項による 
理事会（H22.3.25 開催）にて承認

ノグチ タエコ 

10 専 教授 野口多惠子 
＜平成 23 年 4 月＞  

定年規程第２条第３項による 
理事会（H22.3.25 開催）にて承認

ナイトウ マサコ 

11 専 教授
内藤 雅子 

＜平成 23 年 4 月＞  
定年規程第２条第３項による 

理事会（H22.3.25 開催）にて承認

コンドウ ノブコ 

①  専 教授 近藤 信子 
＜平成 23 年 4 月＞ 

 
定年規程第２条第３項による 
理事長承認（H22.8.11） 


	様式第３号（その１・学長の氏名等）
	様式第３号（その２・教員の氏名等）
	職位別年齢構成表

